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12. 皮膚病発生の襲自に関す各毅教室の

業績ニ， -
竹内 勝〈皮泌尿;P:Iう
(1)先ず IUi らかな~~疹のi食費成織をのベ，次いで
若い妨i人の ~lïfri皮脂炎は主として化粧品 τ 1: 1に合まれ
る香料の後光物質の彩縛〈光線感刊つである〈今:JI:
担当) (2め〉 ぺニシリ γ混注3射後のシヨツグ;並肱ひび.に?鰻或 
々の治療……大肢のず自硝制及びピタミン鉄投与，3Z_
[1守72...…を行うも効な〈生後lÚLびに潟~lIßl..í1fの事前IITI凱 
IIiにで死亡した女児例で，家系は同胞 5人，第1--2
子は健康， 鈴!;3 --4子』は;土上 2オ沖本|トド、l:古症吉許悌例忠 問'ø l 司もなく~iぜリと問織に生後11
寂t蛇広jI(f 剥姐 乃うヨ主武廷{立釘百を発1 i3日で31して 17
5子でで、ある。 
ïilijおl~tíý~:，何:糾の ì(ù~tlfi反"ê.~~;tl険金I!:h llIl.縦割は父:
OMQ Rh(+)， 慌ほ母~: ABMq Rh(一)， ヨ子乙勺:AMq 
々の皮樹炎に過f jされるこ と， ベ外朋倣僻倒倣波昨洲批 
の感ff ~fIHtO.t J:ï\~~皮の全身1t'(泊mFll中の 11前大及u、小 H:\JÓlをJW作?乍皮閥.炎の多いことを報(行守した(林担当)(3) 
肝障li誌と皮樹病のキm関ある症例を説明し，血;腎蛍 に々認め， HfHJUI.日夜チ包括主， Il子細胞の m草紙，控IJ包~
削明Eωが州:清滞百荷統削正b生側七跡郷得伽l巳出担"11 i Rh阿(十〉 で， 胤州?首波{点を{保象でで赤亦加品1111仰l iJ前抗側陶包を剖揃~i'd
-白，協数代謝と Jf，L 述車関するものが少く皮支閥胃埼とのj '1'~Iι~II柑附 
d:¥1士封司市し，i~封Bi j.Yξピタ4)Cφ問担当)平ないことを述ベた〈ο5F ， 院及 日色櫛紺納i少， 赤非j球求刻j日出1唱品訓 叉l帥iI仙lは符浮.町服H出i血ιiμ，1腎iは土皮肖年約t
I~守には紙状{本古1\lJ'j1十.色色楽乱枕，締，fi行汁1.腿但曲出血1.，1UJの小日出fT狩慌擁阿1十駐性帥陀トドHiii火乏に造誕蔀~く:食食{削叫呼1i1鳥B1験験カか、ら1鳥担の免荷試肉8ひび，
敵症，低酸白，塩数代詩fB~~W~ある皮附す丙のJJT-機能， に小 /11出.を比た。 JÚl.ìûa~抹|捜本で・は赤血球大小不
でμU:Jtm品』規7叉問，Jl閣のl~関について論じた。又HII.とのB焦性葡鶴岡安 形!伊芸も不jf仰叩別引叫 
紅斑口 Magentatongue， 仁i 縛炎，向j民子Ù 1Út立r~び
にl設部潮紅を伴う症候鮮の弘代詩Jについてのベた
〈跡生等担当) (5)抑制アレルギ{研究の予備実験
に血消の制l商場移民反応に興味ある知見を得たことを
報告した〈今井担当〉
〔質問〕 服部了吋(お崎病却) 
をBiopsy二のJH長せる綻例に於し、ては，1肝臓の腕
やってございますでしょうか。もしやってございま

したらその所見は如何でございますか。

〔魯) Biopsyはやっています。例数が未だ少し、
ので結論は悲しひかえるが， Fettleber~与がみられ
る。 
13. 血球の血液製物質、の怯状に就いて
}燦掛次郎lC法医学〉
助t球の類II l1 fif~'I'':I:・1J~物質を制.る場合に，料製j操作を
争思返すと，一背I~炭水化物'1金拠物質を LI:ずるととは， 
ABO~担物質に就L 、て付既に観察されているが， M， 
N抗原においても類11日体'I~I:物質から生ずる炭水化物
性物質rl:1にljJ:jらかに抗M，抗 N抗体による蹴娘反応
を型特異的に限止する抗原が存在することを祇明し
たの
即ち M，N抗原においても類J骨体性裂物質から淡
水化物性型物質が生ずると去うことが考えられる。 
14. Rh因子趨合を示した新産児童症賞躍の

一割検 1例

赤1 谷万夫〈正日間丙迎。 
分娩後10時間前後で策磁を生じ，急速に鳩強し種
車制制制問111胞を総めた。本肢は1:似た!二所 ii\~1 DAVIS の第 1~盟
に制するものと考えられる。 
15. 慢性骨髄性白血蔚のー軽快例に就いて
ミ;f 巌 弘〈梅1病院〉 
21才合，家放w在，f:llt住!磁に特記すべきものなし。
〔制約燃J11日前 127:'1~ 8Jj31目，顔色、背白，布おj下淋
巴腺)由i挺心棒克進を訴えて来l鵠，当n事長良市資自貧血
諸明，心に l阿部~J明性羽Ji背をI聴取)汗軽度j路~，脚は正 
1+線をj凶えて腕向上 1櫛l'持庄痛rl:1明;度，右凱下淋巴 
JJ泉J~r~卵大脇~ゐ/:1:1血II'!J:IHJIEW~，赤ll'IL1ま数323万，血
色紫50%，白血球数2871'6百 Hiatusleucaemicus 
〈白血病性裂1="1) ~HC く fベルオキシ〆ーゼ J 反応陽性
にして骨髄tl;幼務品1脳多数に認め慢性骨髄性白血病
と7)と矩せり。 
梨医学研究所にて同様の診7 1=1 1月7年28日和1
断を受けた。当時:顔色仕JI11.，心に i収納l~H往来!lh訟を聴 
llx，桝lは 'IJÏJ と問機附約iより 1 .ü~i'向上までJh]~炭，fHニも 
il珪開館桜， ;{:I釘i下淋巴腺1脱皮j朗il・，赤血球数 213万
血色紫32%，自J.ÓL球数 16万千81~îにして '15悩'l!:l:幼若
高IU胞多数にして，当|践にて 7月11目より fナイトロ 
J僚司法を施行「ナイトロミン:1{JI:月JウレタンJr.Yξ
全盛1.5瓦， rウレタ.YJ金ifil:72.0瓦使用組後，は
白血球数6800，品l.色燕45%，赤血球数 295万にして
脚はI1)J骨弓下まで総i少，白血球像も正常に近く，自
覚病も務しく i降伏， ~'財炎治療を中止しているが白血
球像は病的指:lUJ加工増加して来たが白血球数の靖明な 
~'}l加け未だ認められず11'1 1，も ti~IJ)J骨弓下 1 繊指を触れ
るのみで元気に家掛に従事・してし、る。
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